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財
政
は
今
次
の
大
恐
慌
を
經
て
新
し
い
意
味
を
.も
っ
た
。
そ
れ
は1

言
に
し
て
い
ふ
と
、
從
來
の
受
動
的
作
用
か
ら
能
動
的
作
圯
へ

の
展
開
で
あ
る
。
從
來
の
財
政
は
原
始
蓄
檳
、
獷
張
洱
生
産
■の
■
構
に
於
て
重
要
な
.役
割
を
演
じ
は
し
た
が
、
全
經
濟
を
動
か
す
强
ヵ

な
槓
杆
で
は
な
か
っ
た
0
寧
ろ
經
濟
の
動
向
に
っ
い
て
從
屬
的
に
變
ず
る
附
加
部
分
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0
然
る
に
世
猓
恐
慌

に
面
し
て
經
濟
の
自
働
的
恢
復
力
が
消
耗
し
っ
く
さ
れ
る
と
、
强
カ
な
經
濟
外
的
支
柱
が
要
求
さ
れ
て
來
た
。
こ
の
支
柱
と
し
て
の
重

要
^
役
割
を
振
り
當
て
ら
れ
た
の
が
財
政
で
あ
る
。
斯
く
て
財
政
は
掘
家
權
力
を
通
じ
て
國
民
經
濟
の
.基
底
と
*
'り
、
從
っ
て
こ
の
關

係
が
.財
政
-0
.寬
味
を
從
來
の
消
極
的
*受
動
的
意
味
か
ら
、
積
極
的
•能
動
的
意
味
に
引
き
あ
げ
た
の
で
.あ
：る
。
力
ア
ル
•
•マ
ン
は
こ
れ
.

を
參
加
財
政
ょ
り
統
制
財
政
へ
の
發
展
-

U

呼
ん
で
ゐ
る(

1〕

。

.
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(
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こ
の
や
ぅ
に
財
政
が
經
濟
機
構
の
亥
柱
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
っ
い
て
は
異
論
が
な
い
o
今
日
の
財
政
學
者
は
皆
こ
れ
を
認
め
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
0
然
し
斯
る
前
提
の
も
と
に
財
政
と
經
濟
と
の
關
聯
を
說
い
た
も
の
.は
極
め
て
尠
い
。
體
系
的
な
著
述
に
至
っ
て
は
皆
無 

と
.謂
っ
て
ょ
い
位
で
あ
る
:"
こ
、
に
*
介
せ
ん
と
す
る
ス
，チ
ュ
デ
ン
ス
キ
ー
編
の
，

「

課
税
と
ー
公
的
政
策」
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本
書
1

1

文
t

錄
し
f

:
の
.t

l

「

還

s

文
集
と
異
り
，f

の
論
I

觀
點
が
雜
參
で
な
い
。
凡5

匿
 

备

的

獲

織

注

し

'て
I

の

は

本

書

第

一

の

特

徵

で

ぁ

る

。
'
次

に

各

論

彥

I

I

け

：I

て
.ゐ

る

の,で

、•論

文.の
1

1

ら
_

的

な̂

、
畫

害

 

f

 

l

l

i

l

 

て

ゐ

..
:以

下

各

論

文

の

執

筆

者

フ

論

.題

及

び

.そ

の

內

容

を

示

さ

ぅ

.:
0

•
.

て
I

I

は
い
よ
い
よ
慕
蜜
つ
て
來
た
。
其
は
從
來
の
司
法
.

g

i

l

l持
す
る
の
み
な
ら
ずf

f

に
“

 

U

 

■

む

へ

持
”

且
f o

l

活
I

f

職
I

は
さ
I

る
。
:

:

:そ

養

、
響
よ
つ
て
使
用
せ
ら
れ
る

m

 

"

I
、
鲁

I

唐

l

_

i

業
s

f

も一

I

s

仃
し
て

.

U
る
事
f

f

の
で
ぁ
る
。
然
かI

I

•

經
濟
的
•

_

鐾

S

加
に
加
ふ
る
に
、軍
事
費
は
膨
脹
 

1
 途

パ

：
^

‘ 

m

る」

I

。
i

經
I

贿
ふ
手
段
と
し
て1

1

稅
の
創
設
が
I

、
各
國
に 

'

於

f

織
は
大
所
得
よ
I

各

得
に
加
f

れ
る
點
で
明
ら
か
にf

ノ
的
で
あ
る
と.
い

て
ゐ
.る
。
更
ら
に
公
^

れ
、
そ
の
爲
め
*
各
國
の
豫
算
は
甚
だ
し
く
硬
化
さ
れ
て
來
た
と
パ
ふ

o 

.

世
坭
戰
筚
及
び
戰
後
の
復
興
政
策
に
於
て
國
家
財
政
は
様
々
な
役
割
を
負
は
さ
れ
た
が
、
世
界
恐
慌
以
後
、
財
政
の
任
務
は1

層
重 

要
と
な
つ
て
來
た
。
即
ち
從
來Q

消
極
的
政
策
か
ら
積
極
的
社
會
統
制
政
策
へ
展
開
し
たQ

で
あ
る
。
此
新
し
い
葉
は
公
.
業̂
、
失 

業
者
救
濟
、
社
會
保
險
、
個
人
企
業
の
金
融
救
濟
の
爲
め
の
尨
大
な
經
費
支
出
を
意
味
し
て
ゐ
るo

尙
ほ
課
税
の
原
理
に
於
て
も
、
從

來
の
育
ブ
說
に
對
し
て
^
し
い
租
税
體
系
の
兹
礎
と
な
る
べ
き
新
理
論

-
國̂
家
共
同
說(Theory of 

s
t
a
srP

a

-Htnershio
ノ 

が
^

加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
孰
れ
に
も
せ
ょ
、
財
政
は
早
晚
多
數Q.

國

£

於

て

賣

經

濟Q

雲
及
び
社
會
S

Q
爲
め
に
利 

用
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
さ
う
す
る
た
め
に
は
財
政
作
用
の
構
成
及
び
方
法
の
上
に
明
ら
か
な
る
變
化
が
生
ず

.る
こ
と
必
定
で
あ
る
と 

彼
れ
は
說
い
て
ゐ
る
。
こ
の
論
文
は
重
要
な
る
問
題
を
餘
り
に
簡
略
に
取
り
扱
つ
た
憾
み
は
あ
•る
が
、
總
論
的
な
叙
^
と
し
て
大
體
成 

功
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
.9

.

第
ニ
章
は
バ
ッ
ク
の「

公
的
豫
算
論」

、
第
三
章
は
ウ
ィ
ザ
ア
ス
の「

ア
メ
リ
カ
の
聯
邦
財
政
論」

、
第
叫
章
は
ケ
ネ
ド
リ

ッ

ク

の

「

ア 

メ
リ
力

#
財
政
論」

、
第
五
章
は
コ
ル
ニ
ッ
ク
の「

T-
メ
リ
力
地
方
財
政
論」

、
第
六
章
は
ノ
！
ト
ン
の「

ア
メ
リ
カ
敎
育
財
政
論」

、第 

七
章
は
バ
ア
ド
の

.

「

合
衆
國
の
市
債
論
/
.第
八
.章
は
ヒ
ア
の「

ア
メ
リ
カ
聯
邦
、
州
、
地
方
財
政
組
織
論」

と
な
つ
て
ゐ
る
。
何
れ
も 

ア
メ 
j

財
政Q

現
狀
を
簡
明
に
鸾

た

.a
6
に
；便
利
で
あ
る

o
'第
九
章
は
勝
れ
た
財
政
學
者
コ
ル
ム
が「

货
界
恐
慌
に
於
け
る
歐
洲
財 

政」

を
執
筆
し
て
ゐ
る

0
.說
明

が

極

め

て

簡

單

で

あ

，
る

の

^
遺
憾
で
あ
る
が
、「

歐
洲

-0
經
驗
か
ら
す
る
と
、
財
政
の
均
衡
を
圖
ら
ん
と 

す
る
强
行
策
は
、
血
業
が
大
舞
る
資
本
出
費
を
.利
用
し
得
る
地
位
に
お
か
れ
富
限
り
、
そ
れ
自
身
恐
«
を
克
服
す
る
に

'充
分
で
な
い」

，
 

と
い4
Q.

は
难
目
に
値
す
る
。
.破

:^
は
歐
讲
.に
：於
る
課
銳
の
重
靡
は」

最
早
限
度
に
老

衡

財

政

を

求

め.る
外
に
、方

珠

は

な

い..と
み
て
_ゐ
^
，

倚

ほ

彼

れ

は

恐

慌

後

忙

於

る

課
§

«

他

が

財

政

の

銃

『

化

、
中

央

集

權

化

を« 

P. 

Studenski 

韻 T
a
c
t
i
o
n

 and public policy, 1936 

ニ
ニ 

(

山
、
一
二

)



p
,

 Studenski,

編■ Taxation and pubuc'POIICy,. 1936 

1
.
1
5 

(

で
二
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き
起
し
、
ア
メ
リ
カ
：の
財
政
も
今
後
こ
の
線
に
沿
ふ
て
寶
U,
て
行
く
で
あ
I

と

薦

し

て

^̂

末
の
統
祉
表
で
ぁ
る
。
.
恐
慌
が
各
國
の
租
税
收
入
に
如
何
な
■

化
を
及
ぽ
，し
た
か
を
-
九1

1

九
年
と
三
.四

年

と

に

分

つ

.て
指
承
し
て 

ゐ
.る
。
國
際
聯
.盟

の「

世
坭
經
濟
總
觀」

か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
.る

が

、

讀

者

を

利

す

：
る

こ

と

大

.で

t
o

第
十
章
以
下
十I

一
章 

ま
.で
は
、
ダ
ル
ト
ン
•
ス
t

デ
ン
X
 
T

の
論
文
を
簾
す
る
。
通
俗
且
つ
簡
單
な
雜
誌
論
文
の
程
度
を
出
で
な
い
が
、
た
V
新
し 

V.
問
題
の
生
起
.を
示
す
點
で
ー
般
讀
者
を
稗
益
す
る
で
あ
.ら
う
o

フ
ィ
リ
ッ
ブ

 > 

へ
ン
リ

—

•
ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ

I

F
の

『

經
濟
學
の
常
識

』

高

橋

誠

パ

一

.
郞

.

、/ 

•
 

: 
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' 

: 

•

«

菩
人
は
別
項『

第
十
九
世
紀
英
國
反
正
統
派
經
濟
學
&

於
い
て
、
リ
カ
^

ド

オ
•
ミ
ル
學
派
に
對
し
て
叛
起
しr

所
謂「

锂
濟
學
の
眞 

理
論
*を
樹
立
せ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ス
タ
ン
リ
ー
♦ジ
ヱ
ヴ
ォ
ン

ズ
に
就
い
て
論
じ
、
面
し
て
彼
れ
に
ょ
つ
亡
企
圖
せ
ら
れ
た
經
濟
科
® 

改
造
の
事
業
が
、
自
ら
之
れ
を
遂
行
し
つ
\
ぁ
る
人
々
に
ょ
つ
て
す
ら
一
般
に
悟
了
せ
ら
る
、
以
上
に
遙
か
に
進
も
だ
點
ま
で
導
か
 ̂

た

.る

こ

と

を

信

じ

更

ら

に

其

の

完

成

と

擴

賬

と
に

邁
進
せ
る
フ
ィ
リ

ッ
ブ•

エ
ッ
チ
•
.ウ
ィ
ッ
ク
ス
チ

I

ト
に
就
い
て
述
べ
、
其
の
一
千 

八
百
八
十
八
年
の
.著『

經
濟
科
學
の
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト』

第

一

部『

債
値
理
論
嬰
義』

の
概
要
を
紹
介
す
る
所
が
ぁ
つ
た

。
吾
人
は
今
、

此 

の
機
に
於
い
て
是
れ
ょ
り
し
て
二
十一

ー
年
の
後
に
公
に
せ
ら
れ
た
歡
れ
の
最
大
著『

經
濟
學
の
常
識J

纪
就
い
不
解
題
を
試
み
ん
と
す 

る
？ 
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千
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百
四
十
四
年
十
月

.ニ
十
五
日
、

リ
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ズ
の
チ
ヤ
ー

ル
ズ
•
ウ
ィ
ツ
ク
ス
チ
1

F
師

(Rev. 

Charles 

フ
イ
^
ツ
ブ
ニ
ン
リ

1
•ウ
イ
タ
ク
ス
チr

ド
のf

經
濟
學
の
常
職』 

一
二
三

(

六

二三〕


